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開催要項、申込書データのダウンロードや詳細情報は当協

会のホームページよりご覧ください。 

ＵＲＬ→ https://www.iwate-adaptive.or.jp/ 

  

■特集記事 

P１／淳ちゃんの巻頭エッセイ③（当協会 平藤 淳 会長） 

P２／障がい者スキー交流会 2025 

■事業報告（Ｒ６年度後期：10 月～３月） 

P４／グラウンドゴルフ釜石鵜住居交流大会・パラスポーツまつり 

P５／岩手県卓球バレー交流大会 2024・ＳＡＧＡ2024 

P６／パラリーナ杯・岩手県ボッチャ交流大会 他 

P７／第４回さんてつカップ・第５回大船渡さんまカップ 他 

P８／車いす操作スキルアップ研修・障がい者スポーツ特別研修 他 

P９／中級パラスポーツ指導員講習会・久慈地域ボッチャ交流会 他 

P10卓球バレー教室、卓球バレー指導者講習会 in 釜石 他 

P11／第５回岩手県パラアーチェリー記録会＆体験会・会員紹介  

お問合せ先：一般社団法人岩手県障がい者スポーツ協会 
岩手県パラスポーツ指導者協議会 
岩手県卓球バレー協会 

岩手県ボッチャ協会 
TEL 019-637-5055 ／ FAX 019-637-7626 
E-mail：info@iwate-adaptive.or.jp 

CONTENS ホームページについて 

一般社団法人岩手県障がい者スポーツ協会 

岩 手 県 パ ラ ス ポ ー ツ 指 導 者 協 議 会 

ͬ 

10 月に開催された全国障害者スポーツ大会（全障スポ）は、

滋賀県が舞台。県選手団は、金 10 種目、銀と銅がそれぞれ７

種目、合計 24 種目でメダルを獲得する好成績を収めていま

す。さらに、選手はもとより、コーチ・トレーナー・介助者な

どすべての参加者がそれぞれの力を存分に発揮し、選手団全

体が輝いていたように見え、頼もしさを感じました。 

滋賀県といえば、やはり琵琶湖。全障スポのポスターにも、

ランナーの足跡が琵琶湖の形になって描かれていて、「滋賀＝

琵琶湖」というイメージが強く印象づけられます。私自身も、

なんとなく「滋賀県は琵琶湖の形をしている」と思い込んで

いました。ところが、会場地の位置を確認してみると、滋賀

県は、琵琶湖に面していない市町もあり、県の形は琵琶湖と

はまったく異なることに気づいたのです。これまで、思い込 

 ắ ḗ  

みによって、滋賀に関わる方々に対して失礼をしていたのではないかと、反省しました。 

９月初めに、全障スポの主催者でもある日本パラスポーツ協会の、東北ブロック会議に出席しました。そこで話し合わ

れたのは「障がい当事者が活動できる場づくり」「活動を支える人材」「地域の協会やスポーツセンターの役割」など幅広

い内容です。しかし、全障スポに関する議題はなく、連絡事項に２枚の資料があっただけでした。大会主催者の会議であ

るにもかかわらず…と不思議に思われる方もいるかもしれませんが、パラスポーツの振興は大会だけではなく、日常の活

動や環境づくりまで幅広く展開されているのです。 

パラスポーツと聞くと、パラリンピックやデフリンピックなどの国際大会、あるいは全障スポやジャパンパラ競技会な

どの国内大会を思い浮かべる方も多いでしょう。競技用の車いすや義足、チェアスキーなど、専用の用具をイメージされ

る方もいるかもしれません。考えてみると、パラスポーツに出会う前の私も同じでした。「パラスポーツといえばパラリ

ンピック」などと、勝手に決めつけていたのです。でも実際に関わってみると、人の力や施設の支えなど、目立たないけ

れど大事なものがたくさんあることに気づきました。つまり、私自身も「滋賀は琵琶湖」「パラスポーツはパラリンピッ

ク」と、自分にとって都合のよい、わかりやすい部分だけを見て、全体を理解したつもりになっていたのです。 

会議の閉会で、当時日本パラスポーツ協会常務理事だったパラスイマーの河合純一さん（現在、スポーツ庁長官）が、

「パラスポーツで重要なのは、『できない』ではなく、『どうすればできるか』を考え、行動することです。」と締めくく

りました。 

たしかに「できない」という部分は気づきやすいもの。でも、そこだけにとらわれず、「どうすればできるか」を一緒

に探していけたら、スポーツを「する」立場でも「運営する」立場でももっと前に進めるはずです。スポーツに関わる私

たち全員が、思い込みをほどきながら、一緒に、一歩ずつ進んでいきたいと思っています。 

ᾇ Ы ɍ 
岩手県障がい者スポーツ協会 会長 平藤 淳 

2025年 10月 25 日 第 24 回全障スポ開会式における岩手県

選手団の入場行進 『X-1（撮影：名古 桂士）／JPSA』 
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いわて保健福祉基金助成金について 

毎年の悩みが予算の確保です。昨年度は、クラウドファ

ンディングを実施し、多くの関係者のご支援により開催す

ることができましたが、２年続けてとなると、なかなか寄

付が集まらないのではとの声が多い状況でした。 

そこで、今回は（公財）いきいき岩手支援財団が実施す

る「いわて保健福祉基金助成金」の申請を行うこととしま

した。この助成金について少し紹介させていただきます。 

 

『共に創る』事業への転換 

正直、これまでの事業を継続したいというのが本音なの

で「新規性」には少々抵抗感がありました。 

とはいえ、事を前に進めるために事業目的を「ボランティ

ア活動の活性化に関する事業」するところから考えました。

しかし、主対象がボランティアとなれば、参加を希望する障

がい当事者をすべて受け入れることが難しくなることが問

題でした。そこで、少し考え方を変え、体験希望者には、自

身の障がいの情報や介助時の要望を積極的に発信いただく

ことで、いち参加者から事業に対するアドバイザー的なボ

ランティアとして参加協力いただくことを求めることにし

ました。これにより、参加するすべての方がボランティアと

して関わることができます。このことをわかりやすくする

合言葉が「共に創る」でした。この内容を整理して申請書を

作成し、本事業が無事に採択されることになりました。 

特集記事 
- Special Program-  障がい者スキー交流会２０２５を開催！ 

令和７年３月１日（土）～２日（日） ＠ 安比高原スキー場  

  今回の障がい者スキー交流会は上記の２項の「健康・生

きがいづくりの推進」に該当しますが、ここで 1 つ問題が

ありました。継続事業についてはこの助成金の対象外とな

るため新規事業としての実施が求められました。本助成金

の１次募集ではこの「新規性」を打ち出せず、一旦、申請

を取り下げ、２次募集で仕切り直すこととしました。 

＊いわて保健福祉基金助成金 

いわて保健福祉基金（以下「基金」いう）は、「高

齢者や障がい児・者などの保健福祉の増進や地域福

祉の増進を図るため、地域の実情に応じた民間活動

に助成すること」を目的として、国の地方交付税に

より措置した基金の運用益により助成金の交付を

行っています。 

☆対象となるのは以下の４つに関する事業です。 

１ 在宅保健福祉の普及、向上に関する事業 

２ 健康、生きがいづくりの推進に関する事業 

３ ボランティア活動の活性化に関する事業 

４ ユニバーサルデザイン、その他保健福祉又は地

域福祉の増進に資する事業 

▲①開講式の様子。安比高原スキー場のフードコートの一角をお借りして実施。開講式では本交流会が助成金により実施する事業であることや「共に創る」

という開催趣旨について説明させていただきました。②公益社団法人日本プロスキー教師協会会長の杉山進氏より開講式にてごあいさついただきました。 

③元パラリンピアンの横沢高徳さんからごあいさつをいただきました。公務のため今回も得意のスキーは披露できずにお帰りになりました・・・ 

 令和６年度いわて保健福祉基金助成事業  
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当日の開講式では全体に本事業が助成事業であることを

伝え、「共に創る」ということの具体的な趣旨を説明しまし

た。また、終了後には講師とミーティングを行い当日の振り

返りと共有、また、翌日の参加者の障害状況の確認とグルー

プ割の適正について話し合い、人員配置の調整を行いまし

た。 

  事業の効果として教室開始前に講師と参加者が体調確認

や障がいの状況等を含めてコミュニケーションをとること

により、スムーズに雪上教室に移ることができました。ま

た、「共に創る」という趣旨を開講式で全体共有することに

より、参加者が自分の障害の状況や感じていることを周囲

に積極的に伝えようという姿勢が見られました。本事業の

大テーマである支援する側、される側に分かれることなく

参加者すべてが主役でありたいという想いはそれぞれの立

場で感じていただけたと思います。 

『共に創る』が生み出す効果 

障害の社会モデルについて 

＊障害の個人モデルと社会モデル 

「障害の社会モデル」の理解促進も本事業の実施目的の

1 つとしております。「障がいがあるから○○できない」と

できない理由を個人の障がいに起因させる考え方がいわ

ゆる「障害の個人モデル」的な発想です。この考えでは、

障がいのある人にとってのスポーツはとてもハードルが

高いものになります。そうではなく、例えば、スキーをし

ようと思ったのに「障害に対応した用具がない」「障害に対

応した施設整備ができていない」「障害に対応したインス

トラクターがいない」というようにできない理由は、それ

ぞれの障害に応じた環境整備がされていないことであり、

障がいがあることが理由ではないと考える「障害の社会モ

デル」的な発想がとても重要になると考えています。そし

て、社会モデル的発想に基づく環境がいつでもどこでも整

備されていることが理想であり、それが当たり前のことで

あることが重要です。 

＊個人モデル的事業の典型例 

しかしながら、そんなことは無理であると思われる方も

多いと思います。私も以前はそうでした。だから、せめて

1 日ぐらいスキーを楽しめる日を作ろうという意識の中で

このようなスキー体験教室をやっていたように思います。 

 

今後に向けて 

これではいけません。何がいけないかというと「してあげ

る」は相手にとっては「してもらう」であり、本来のスポー

ツの意味である主体的な参加ではなくなってしまいます。 

＊スポーツにおける障害の社会モデル 

共生社会推進の取組みにおいて、よく「当たり前に」「ふ

つうに」という言葉を使うことがあります。この時、おそら

く障害の社会モデルの考え方が前提としてあるのではない

かと思います。スポーツを特別なものではなく、身近なもの

にする取組みにおいて、障害の社会モデルの考えはとても役

立ちます。全国のどこのスキー場においても障がいの有無に

関わらず「当たり前に」「ふつうに」スキーができたらいい

ですね。このゴールは、はるか彼方にあるように見えますが、

めげずに粘り強く地道に取り組んでいきたいと思います。 

▲①②は立位スキーのレッスンの模様。立位レッスンは主に視覚障がい、切断や脳性麻痺、知的障がい等、様々な障がいへの対応が求められます。③モノスキ

ーレッスン、④バイスキーレッスン、⑤みんなでワイワイ楽しんでいます！⑥経験の浅いスキーヤーのリフト乗降はしっかりサポートします。⑦今回、参加し

た障がい者スキーインクトラクター（公益社団法人日本プロスキー教師協会公認障がい者スキー認定教師）。彼らが今後のキーパーソンとなります！ 

本事業は、当協会にとって気づきの多いものでした。また、

多くの成果がありました。しかしながら先に申し上げたとお

り、ゴールは、このような機会が日常的に全国各地で展開さ

れることにあります。 

そこで、今後もパラスポーツ関係者のみならず一般のスポ

ーツ団体や福祉団体を含め民間の関係団体、そして障がい当

事者に積極的にアプローチして、見ていただく、参画してい

ただく、一緒に考え、意見を伺いながら、実践する機会を提

供していきたいと考えています。そして、この取組みを継続

して発信していくことが障害の社会モデルの理解につなが

り、共生社会の実現に近づくものと考えます。 
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 令和６年度下半期（1０月～３月）の活動報告です 
ă ḁḢᴻḁᶊ ᶩᵫᵡᶩᶝᵸᶍᶆᴲ ᶎ ḣᴻḨḢᴻḀᶧᶩᵆ ᵇᶱᵳ ᵮᵿᵴᵣᴳ 

 
-Report- 

 

◆期日：令和６年 10 月２日（水） 

◆会場：釜石鵜住居復興スタジアム（釜石市） 

◆レポート：会場は 2019 年のワールドカップの会場である「釜石

鵜住居復興スタジアム」です。今回で４回目の開催となりました。  

さて、今回は釜石市シーウェイブスの片岡将選手にも参加いただ

きました。また JA 共済連から３名の皆さんにボランティア兼選手

としてご参加いただきました。グラウンドゴルフは障がいのある

方もない方も楽しめるスポーツです。今後も様々な関係団体と連

携しながらスポーツを通じた共生社会づくりに取り組んでいきた

いと思います。結果は以下のとおりです。 

⁵ ˗ σ 

◆期日：令和６年 10月 13 日（日）◆会場：遠野市民センター（遠野市） 

◆レポート：本事業は、数年前から遠野市・花巻市の連携事業として実施されてきました。東京 2020 とパリ 2024 のオリ

パラに続き、2025 年はデフリンピック東京大会を控え、ますますパラスポーツへの関心が高まるとともに、地域において

スポーツ交流を通した共生社会推進の動きが加速しております。今回から当協会も本事業に関わらせていただき、「パラス

ポーツまつり」として開催することになりました。 

  当協会は主に開会行事のコーディネートと体験ブースの設置・運営が役割でした。開会行事では当協会の平藤会長の基

調講演に続き、デフリンピック日本代表への選出が期待される陸上競技の今野桃果選手とハンドボールの水嶋貴一選手、

そして今野選手の指導者である盛岡聴覚支援学校の白藤友一先生にご参加いただき、平藤会長の司会によりトークショー

を行いました。 

  その後の体験会ではボッチャはサジタリウスボッチャクラブ、車いすバスケはラッセル岩手、卓球バレーはアスレクト

チームや花巻身障協など指導には多くの障がい当事者にご協力いただきました。遠野市、花巻市の担当課の皆さんや両市

のスポーツ推進委員などからもたくさんご協力いただき、おかげさまでとても楽しい 1日となりました。出演・ご協力い

ただいたすべての皆さんに感謝を申し上げます。 

̮ᾱ˧ Ẏ̝ σ

☆男性部門・一般：第 1 位（45 点）髙橋重好／第 2 位（46 点）土橋和夫／第 3 位（47 点）神尾誠 

☆女性部門・一般：第 1 位（47 点）柳沢キエ／第 2 位（52 点）菊池次子／第 3 位（53 点）伊藤三智子 

☆団体部門：第 1 位（201 点）いちのせき A／第 2 位（202 点）いちのせき B／第 3 位（203 点）金ヶ崎 A 

☆オープン部：第 1 位（41 点）矢野守俊／第 2 位（43 点）刈谷瑞明／第 3 位（43 点）藤原正敏 

▲①開会行事の様子、②トークショーの様子。左から水嶋貴一選手、今野桃果選手、白藤友一先生、当協会・平藤会長。③ボッチャの体験ブース、
④ブラインドサッカーの体験ブース。指導は遠野高校サッカー部の皆さん。⑤卓球バレー、⑥車いすバスケットボール、⑦車いす陸上の体験ブース 
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◆令和６年 10月 20 日（日）◆会場：ふれあいランド岩手・体育館（盛岡市） 

◆レポート：本大会は 2016 年希望郷いわて大会においてオープン競技で行われた卓球バレー全国交流大会の記念大会として

実施しています。なお、岩手リハビリテーション学院（以下、岩リハ）からも４チーム参加しており、障がいの有無や年齢、

性別に関わらず参加できる卓球バレーの競技特性が十分に発揮される大会となっています。 

  本大会のもう 1 つの特色として競技レベルやチームでの取組み状況に応じてクラス分けを行っていることが上げられます。

今回は競技性の高いチャレンジクラスに 14 チーム、交流を楽しむことを目的の中心とするわんこクラスには３チームの合計

17 チームが参加しました。また圧倒的な優勝候補であるアスレクトチームは佐賀県で開催される全国大会出場のため、不在と

なり、実力伯仲の勝負となりました。決勝はセットカウント２対１で秋田・さきほこれがさんさチームを下しました。そして

３位には決定戦で宮古身障会チームを下した友とぴあチームが入りました。参加チーム数もコロナ禍前に戻ってきており、今

後ますます卓球バレーは盛り上がっていくでしょう。ご協力いただいたスタッフ、関係者の皆さまありがとうございました！ 

◆期日：令和６年 10 月 24日（木）～29 日（火）◆会場：SAGA スタジアム 他（佐賀県） 

◆レポート：今年から国民体育大会の名称が国民スポーツ大会に変わりました。大会主催者としてこの大きな変更を

大会の愛称やロゴの他、様々な部分に反映させようとしておりました。佐賀県はスポーツが盛んで特にバレーボール

やバスケットボールのプロスポーツ、毎試合、大観衆が集まるとのことでした。 

  さて、このスポーツ王国・佐賀県に岩手県選手団は全体では 143 名と 2016 希望郷いわて大会をのぞくと過去最大

の選手・役員が派遣されました。この要因は団体競技チームの活躍です。全国大会の出場権のかかる北海道・東北ブ

ロック予選会において見事５チームが優勝し、出場権を獲得しました。 

また、個人競技では自己記録を大幅に更新する陸上選手やレベルの高い組でもしっかり勝ち切ったフライングディ

スク選手の活躍が光りました。大会に向けた強化練習や日々の生活を安定させたことも好成績の要因だったようで

す。今回も多くの選手の成長が見られる機会となりました。岩手県選手団のメダル獲得数は、金が７個、銀が 11 個、

銅が 10 の合計 28 個となりました。最後になりますが、ご支援をいただいたご家族や支援者、競技指導者やスタッフ

の皆さまにあらためて感謝を申し上げます。そして多くの方々からの応援メッセージありがとうございました！ 
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◆令和６年 11 月３日（日）＠パラリーナ（盛岡市） 

◆レポート：パラリーナ杯は当館の指定管理者である（公財）岩手

県スポーツ振興事業団の主催事業として開催されました。卓球バ

レーには 5チームが参加して総当たり戦にて順位を決定しました。

優勝は先月の全国大会を制覇したアスレクトチームでした。 

◆期日：令和６年 11 月９日（土）◆会場：ふれあいランド岩手（盛岡市） 

◆レポート：今回の運営は岩手 eスポーツ協会の他、岩手県立大学の学生ボランティアの協

力をいただきました。将来的には学生ボランティア等による自主運営の大会にしていきたい

と考えています。さて、今回は 23名のプレーヤーが参加しました。午前中はランダム対戦を

3 回行い、総合成績にて上位 8 名が午後の準決勝に進みます。過去の優勝者も午前中のラン

ダム対戦が一番勝ち抜くことが難しいようで、予選突破した 8 名中、優勝経験があるのは 1

名のみでした。午後の準決勝は 4 名×2 組で行い、各組 2 名が最終戦である決勝戦に進みま

した。今回は「とよいち」「さたけのこ 」「カイツ 28」「令君と呼んでね」の 4 名が決勝に

進みました。決勝も白熱の攻防となり、「令君と呼んでね」さんと優勝経験のある「とよいち」

さんが一歩抜け出し、最終的には「令君と呼んでね」さんが見事初優勝を飾りました！ 

◆令和６年 11 月３日（日）＠パラリーナ（盛岡市） 

◆レポート：午前のパラリーナ杯に続き、午後はボッチャ交流大会

を開催。今回は６チームが参加して総当たりで順位を競いました。

なお、今回も岩手スタイルとして定番になりつつある「相互審判

制」を採用しました。優勝は全勝となったＷＲＢチームでした。 

σ  

◆期日：令和６年 11 月 17日（日）◆会場：盛岡南公園スケートボードパーク（盛岡市） 

◆レポート：車いすモトクロス？何それ？「危ない」「ケガが心配」などの声が聞こえてきます。下手をすると抗議

の電話がかかってくるかもしれません。このような反応はごく一般的です。よって車いすを利用する子どもたちはし

っかりと安全に守らなければなりません。私たちも同様に考えます。しかし、このことが子供たちの遊びの機会を奪

うことになりかねないのも事実です。今回、国の予算で国内にはほとんど入荷されていない耐久性の強い車いすと身

体を守るヘルメットやプロテクターを購入することができました。このようなイベントを通して子どもたちの「やっ

てみたい」を刺激していきたいと思います。今回は車いす利用者が４名参加して、体験教室を行いました。専門の指

導者がいない状況なのであまり無理なことはできませんが、今後、可能性を広げていきたいと思います。 
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◆期日：令和６年 11 月 23日（土）◆会場：宮古市民総合体育館・シーアリーナ（宮古市） 

◆レポート：今回もレインボーネットの皆さんと岩手県作業療法士会の宮古地区会員の皆さまなど多くの皆さまの

ご協力により実施しました。さんてつカップでは競技性の高いクラスを「さんてつクラス」、勝負よりも交流を重視

するクラスを「サーモンクラス」としています。さんてつクラスには 5 チーム、サーモンんクラスには６チームの合

計 11 チームが参加。各クラスとも総当たり戦にて順位を競いました。今回、初参加のフレンド（釜石）は宮古駅か

ら会場まで徒歩で移動とのこと。お元気な方々です。今後、釜石での卓球バレー普及が期待されます。 

第４回さんてつカップ（卓球バレー宮古交流大会）を開催！

◆期日：令和６年 12 月１日（日） ◆会場：大船渡市民体育館（大船渡市） 

◆レポート大船渡はもともとボッチャが盛んで毎月に定例の大会が開催されるほどです。また、大船渡市のスポーツ

推進委員においてはボッチャに加えて卓球バレー普及に積極的に取り組んでいます。午前の卓球バレー大会にはさん

まクラス（競技）に５チーム、つばきクラス（交流）に６チームの合計 11 チームが参加しました。さんまクラスは

5 チームによる総当たり戦、つばきクラスは予選リーグ＆決勝トーナメントにより順位を競いました。順位確定まで

の試合時間を調整するため、1 セット 8 点、11 点、15点の 3 つのパターンを用いました。 

PTとOTのための中級パラスポーツ指導員養成講習会 

◆期日：令和６年 12 月 14日（土）～15 日（日）、令和７年２月８日（土）～９日（日） 

◆会場：ふれあいランド岩手（盛岡市） 

◆レポート：当協会では 2018 年よりＰＴ（理学療法士）を対象とした同講習会を実施しています。今回より、Ｏ

Ｔ（作業療法士）対象の同講習会との合同開催が実現しました。開催にあたり、公益財団日本パラスポーツ協会や

一般社団法人日本作業療法士協会にはカリキュラム調整や講師派遣など様々、ご配慮をいただきました。あらため

て感謝を申し上げます。パラスポーツ現場におきましては、医療リハビリ系のスタッフは即戦力となる他、リスク

マネジメント軽減や積極的なスポーツ導入など様々なメリットがあります。今後、意見交換や情報共有等の連携を

図りながら障がいのある方々のスポーツ参加環境整備に取り組んでいきたいと思います。 
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◆期日：令和６年 12月 22 日（日） 

◆会場：ふれあいランド岩手（盛岡市） 

◆レポート：これまで本研修会では様々な課題についてシンポジウ

ム形式でその解決方法を提示してきました。一方、指導者目線で言

えば、提言内容は素晴らしいものであっても、次のステップとして

自らがどのように行動するかについては見えづらい部分もあったの

ではないかと考えます。 

  そこで、今回は「みんなでつくる岩手のパラスポーツビジョン」

をテーマに指導者がレゴブロックを活用したワークショップに参加

してそれぞれのビジョンを発表する形式で行いました。レゴブロッ

クによるワークショップは初めての試みで不安な部分もありました

が、レゴブロックに慣れるための簡単な課題制作から最終的にはビ

ジョン作成まで楽しいワークショップとなりました。指導にあたっ

たのは 3 名で LEGO  SERIOUS PLAY  公認ファシリテーターの近藤

大輔さんと中井健豪さん、そして毎年全体のコーディネートをして

いただいている一般社団法人車いすインストラクター協会代表理事

の橋本大佑さんです。 

  今回は 5 グループでのワークショップを行い、それぞれが作成し

たビジョンを元に後日、橋本さんにより岩手版のロジックモデルを

作成いただきました。このロジックモデルを活用しながら、多くの

指導者・関係者と連携しながら様々な地域課題の解決に取り組んで

いきたいと思います。 

◆期日：令和７年１月 11 日（土）～13 日（月）◆会場：久慈市民体育館（久慈市） 

◆レポート：本講習会は（公財）日本パラスポーツ協会の公認資格です。参加資格は 18 歳以上のパラスポーツに関

心のある方で 3 日間（21 時間）の基準カリキュラムを受講することで資格取得可能です。本県では夏場に盛岡市で 1

回、それと沿岸地区（陸前高田市・宮古市・久慈市の会場持ち回り）で 1 回と計 2 回の講習会を実施しています。全

国的には 2 回講習を実施している自治体は少なく、本県は県のスポーツ推進計画にもあるとおりパラスポーツ指導者

養成を重要視しています。 

  さて、久慈市では初めての講習会開催となりました。受講者が 6 名と少し寂しいところでした。しかしながら最近

では珍しく支援学校の教員や施設職員等の福祉関係者に受講いただきました。地域では積極的な余暇活動の事例が少

ない状況ですので、今後は連携しながら様々な事業の企画・運営を実施していきたいと思います。 

令和６年度障がい者スポーツ特別研修会 ～岩手パラスポーツ指導員サミット～ 

ҴỔ ֜ᾑϋḼ ̼ў ֜ᾑӆ Ằ ˭ →ᶼὌγ

車いす操作スキルアップ研修会を開催！ 
◆期日：令和６年 12月 21 日（土） 

◆会場：ふれあいランド岩手（盛岡市） 

◆レポート：車いすユーザーのほとんどは、操作方法について自らの経験の積

み重ねでマスターしていくのが一般的です。しかし、自ら積極的に経験を積も

うとする方はめったにおらず、結果として車いすスキルがないまま放置され、

生活面での行動範囲が限定されてしまいます。この問題を解消する 1 つの手立

てとして車いすスキルを段階的に指導できる指導者が必要となります。 

  そこで、当協会では不定期ではありますが、本研修会を開催して、指導者養

成や車いすユーザーのスキルアップの機会を設けています。これらの課題の存

在を明示し、課題解決に向けた取組みをレクチャーしていただいたのが、今

回、講師を務めていただく一般社団法人岩手県車いすインストラクター協会代

表理事の橋本大佑さんです。今回は短時間の研修ですが、特に理学療法士や作

業療法士などリハビリ専門職の方に受講いただきたい内容となっています。 
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中級パラスポーツ指導員養成講習会 
◆前期日程：令和７年１月 18 日（土）、19 日（日）、25日（土）、26日（日） 

◆後期日程：令和７年３月 15 日（土）、16 日（日）、22日（土）、23日（日） 

◆会場：ふれあいランド岩手（盛岡市） 

◆レポート：中級指導者資格は初級資格取得後、2年が経過していること、そして

80 時間以上の活動実績があることが受講条件となります。本講習を本県は毎年開

催。単独の協会として毎年実施しているのは岩手だけかもしれません。そんなこ

ともあり、受講者は本県だけではなく、青森や秋田からの受講者も多いです。毎

年開催の効果なのか岩手県の全指導員の中級取得者の割合は全国 1位となってい

ます。なお、本講習は指導者へのフォローアップ講習を兼ねて実施しており、

「この科目をもう 1 度受講したい」などのリクエストにも対応しています。 

  さて、今回は受講者 11名、フォローアップ講習参加 7 名の合計 18 名が受講し

ました。8日間の講習で様々な情報共有や技術習得とともに受講者間の交流も図ら

れました。特に今回は 2026 年の青森大会をみんなで応援したいね～という声が多

かったですね。青森の皆さん、大会成功に向けてがんばってください！ 

◆期日：令和７年２月 12 日（木）◆会場：三愛学舎（一戸町） 

◆レポート：本事業は県委託事業の 1 つであるインクルーシブスポーツ推進事業として実

施しました。今回は卓球バレー体験として生徒・教職員の皆さんを対象に行いました。特

に先生方の盛り上がりがすごく、やや引き気味？の生徒もいるほどでした。これが卓球バ

レーの魅力なのかもしれません。生徒も先生も運動の得意不得意に関わらず、皆で盛り上

がることができる卓球バレーの面白さを感じていただいたようでした。 

卓球バレー体験教室（＠三愛学舎）を開催しました！ 

久慈地域ボッチャ交流大会 2025 
◆期日：令和７年２月 11日（火祝）、◆会場：久慈市民体育館（久慈市） 

◆レポート：本大会はボッチャのインクルーシブスポーツとしての特性を活

かして交流大会を開催して障がいのある人もない人も共にスポーツを主体的

かつ継続的に楽しめる機会の創出を目的として行われます。久慈地域では卓

球バレーが盛んに行われていますが、ボッチャは少数でも楽しめるため、主

体的に取組みやすく、地域クラブの設立にもつながる可能性があります。 

  さて、今回の参加は 8 チームでしたので 4 コートを使って総当たり戦を行

いました。1 チーム 7 試合を行うという一見ハードな日程です。しかし、2

エンドマッチで行うと 1 試合あたり 10分程度で終了するので、皆さん問題

なく試合を楽しんでおりました。 

◆期日：令和７年２月 16 日（日）◆会場：夢アリーナたかた（陸前高田市） 

◆レポート：本大会は日本卓球バレー連盟東ブロック（以下、日本連盟）のエリアカップを兼ねて開催。また本事業（通

称：サントリーカップ）は、サントリーホールディングス株式会社が復興支援を目的として東北サンさんプロジェクトの

一環で実施してきました。さて、今回は競技性の高い試合を希望するゆめちゃんクラスに 5 チーム、勝負も大切だけどと

にかく交流したいという一本松クラスに 8 チーム、体験クラスに 1 チームの 14 チームが参加しました。開会式では昨年度

のエリアカップの表彰を行いました。試合に目を移すと皆さん、それぞれの参加目的に応じて楽しんでいたようです。宮

城・気仙沼、県北・久慈市など他県や遠方からの参加もありました。なお、今回、陸前高田市の観光大使である「たかた

のゆめちゃん」にゲストで参加いただきました。閉会式ではサントリーホールディングス株式会社の宮治河奈さんよりご

挨拶をいただくとともに入賞チームにはサントリーから賞品が贈呈されました。最後になりますが参加していただいた皆

さん、審判・スタッフの皆さんありがとうございました。 
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◆期日：令和７年３月 13 日（木） 

◆会場：サンビレッジ紫波（紫波町） 

◆レポート：ゲートボール競技は 2016 年の希望郷いわて大会においてオ

ープン競技として全国大会が開催されました。本大会は記念大会として３

月のこの時期に開催しています。ここ数年はグリーンピア三陸みやこを会

場としていましたので、サンビレッジ紫波では久しぶりの開催となりまし

た。さて、今回は６チームが参加して総当たり戦により順位を競いまし

た。ゲートボールは障がいに応じてルールを緩和して行うことができるの

で、インクルーシブスポーツとしての競技特性があります。大会運営は紫

波町ゲートボール協会のサポートの元、セルフジャッジ制を基本として行

いました。ご参加いただいた皆様、ありがとうございました！ 

 

ӱ Ὑ ᷂Ӣ
◆令和７年２月 20日（木）＠栗林地区基幹集落センター（釜石市） 

◆レポート：2015 年、釜石での普及活動当初から協力いただいてい

たのが、釜石市体育協会の佐藤千依さんです。佐藤さんは現在、釜石

市スポーツ推進員も務めており、日頃は地域の健康運動教室の中で卓

球バレーを取り入れていただいております。 

◆令和７年２月 20日（木）＠小佐野公民館（釜石市） 

◆レポート：今回の講習会の開催にあたり、釜石市スポーツ推進課

と釜石市スポーツ推進委員協議会にご協力いただきました。受講者

は釜石市のスポーツ推進委員と社会福祉協議会職員など卓球バレ

ーの普及に関心をお持ちの方々でした。今後の普及が楽しみです！ 

◆令和７年２月 21日（金）＠釜石公民館（釜石市） 

◆レポート：参加者は「青葉健康体操」に参加している皆さんでし

た。前半はボッチャ体験、後半は卓球バレー練習をやりました。楽

しむ 1 つの例として相互審判方式やボールを近くで見ることを推

奨しました。みんなでワイワイ作戦を話しながらやるとボッチャ

の魅力がより理解されるように思います。 

◆令和７年２月 21日（金）＠小佐野公民館（釜石市） 

◆レポート：今回は、釜石市が実施するフレンド体操教室に参加し

ている皆さんを対象に卓球バレーの体験教室を行いました。体験

というよりはスキルアップ講習という雰囲気で実施しました。前

回拝見した時より、確実に技術レベルが上がっていました。今後も

楽しみながらレベルアップに取組んでいただきたいと思います！ 

陸上練習会（＠富士大学スポーツセンター）を開催しました！ 
◆令和７年２月 22日（土）～23日（日） 

◆会場：富士大学スポーツセンター（花巻市） 

◆レポート：本県委託事業である「いわてパラアスリー

ト発掘事業」のプログラムとして２日間に渡り、開催。 

１日目はカケッコーズ代表の阿部丈二氏をお招きし

て、「走る」というイメージを選手が実感できるプログラ

ムを実施しました。このことにより、個人練習の際も高

い練習効果が得られ、各選手の競技力向上につながるこ

とが期待されます。２日目は練習量が不足する冬季間に

ランニング練習を行うことにより、ダイナミックな動き

を取り入れ、室内で行う筋力トレーニングやストレッチ

等のコンディショニングの重要性の意識を高めることを

目的として実施しました。 
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Ỉ ṕ Ṗ 
Ṋ Ṋ Ṋ Ṋ Ṋ Ṋ

Ṋ  Ṋ Ṋ Ṋ Ṋ Ṋ Ṋ

Ṋ Ṋ Ṋ Ṋ Ṋ Ṋ   

ṕ Ṗ26  

岩手県 ID バスケットボール連盟／岩手県車いすハンドボール協会／（一社）岩手県作業療法士会／（社福）岩手県視覚障害者福祉協会／（社福）岩手県社会福

祉協議会／(社福)岩手県社会福祉事業団／(社福)岩手県身体障害者福祉協会／岩手県スポーツウエルネス吹矢協会／(NPO)岩手県精神保健福祉連合会／岩手県

知的障がい者サッカー連盟／岩手県知的障害者ソフトボール協会いわてスマイリーズ／岩手県特別支援学校連絡協議会／岩手県パラスポーツ指導者協議会／岩

手チェアスキークラブ／（株）オイラー／（一社）コ・イノベーション研究所／サークル「ゆうの会」／（社福）自立更生会／（社福）新生会／全国脊髄損傷者

連合会岩手県支部／(社福)手をつなぐ／（株）トラスト保険／ドルフィンズ岩手／（株）畠山冷機工業所／山口北州印刷（株）／ラッセル岩手 

ṕ Ṗ32  

浅沼  秀夫／阿部 史憲／伊藤  昇／井上 勝巳／井上 君之／今宮 正彦／岩渕 典仁／上村  弥／及川 貞之／小江  巧／小野  幹雄／小原 敏弘／軽石 義則 

菊池 幸子／小坂 亜純／佐々木 君夫／佐々木  茂／笹木  正／佐藤 勝士／佐藤 志学／佐藤 慎二／佐藤 隆秀／佐藤 佑哉／白藤 友一／菅原 幸二 

髙橋  修／中野 正紀／野辺地 省吉／平藤  淳／三浦 拓朗／民部田  誠／横沢 高徳 

░ ᵓԌԁ ˢᾤ ˣ͔  

菅  里美／藤村  誠／堀川  裕二／白畑 由貴子／阿部 志郎／佐々木 満／村田  美幸／髙橋 千恵子 

░ ᵓԌԁ ˢ ˣ  

アーク株式会社／株式会社アースデザインコンサルツ／株式会社アイエムアイ／株式会社アイシーエス／株式会社ＩＢＣ岩手放送／株式会社アウトレジャー／

株式会社青紀土木／株式会社アスレクト／いしどりや眼科／株式会社 一条工務店仙台／株式会社一般公害集配センター／岩井建設株式会社／株式会社岩清水

園芸／（一社）岩手県医師会／(一社)岩手県建設業協会／岩手県産株式会社／（一社）岩手県歯科医師会／岩手建設工業株式会社／（公財）岩手県対がん協会／

岩手県都市ガス協会／岩手県南運輸株式会社／（公財）岩手県予防医学協会／(一社)岩手県理学療法士会／いわてスポーツ・整形外科クリニック／岩手スポー

ツ用品販売株式会社／いわて生活協同組合／岩手税理士法人／岩手電工株式会社／岩手道路開発株式会社／岩手トヨペット株式会社／株式会社 岩手日報社／

岩手雪運株式会社／岩手リオン補聴器センター／岩手リハビリテーション学院／（公財）いわてリハビリテーションセンター／イワフジ工業株式会社／株式会

社エスイーシー／株式会社エヅリコ・エンジニアリング／株式会社エヌエスオカムラ／株式会社 FP ホームサービス／株式会社遠忠／桜心警備保障株式会社／大

塚製薬株式会社／岡崎建設株式会社／有限会社小沢商会／株式会社小田島アクティ／株式会社小田島組／株式会社カガヤ／兼田建設株式会社／鎌田水産株式会

社／株式会社川徳／株式会社菅文／キオクシア岩手株式会社／株式会社菊地建設／株式会社キタカミデリカ／株式会社北日本銀行／北日本建機工業株式会社／

株式会社キンレイ／株式会社久慈設計／工藤建設株式会社／グリーンピア三陸みやこ／栗原建設株式会社／小岩金網株式会社／株式会社公楽／株式会社小林精

機／株式会社齊藤興業／株式会社佐賀組／株式会社佐武建設／株式会社佐藤興産／株式会社佐藤政行種苗／サンエスコンサルタント株式会社／株式会社志百家

／株式会社寿広／昭栄建設株式会社／白金運輸株式会社／有限会社新栄観光バス／株式会社新興製作所／新日東鋼管株式会社／株式会社スパット北上／住田フ

ーズ株式会社／株式会社関建設／株式会社総合土木コンサルタンツ／有限会社タイガースポーツ／ダイナステージ株式会社／太平洋セメント株式会社大船渡工

場／株式会社高光建設／丹内建設株式会社／株式会社丹野組／株式会社司組／株式会社テラ／株式会社照甲組／株式会社テレビ岩手／樋下建設株式会社／東北

エンジニアリング株式会社／東北資材工業株式会社／東北住建株式会社／株式会社東北ターボ工業／東北電話株式会社／東北労働金庫岩手県本部／東里工業株

式会社／DOWA 通運株式会社／株式会社都南建設／豊島建設株式会社／トヨタカローラ岩手株式会社／トヨタ紡織株式会社／株式会社中野製麺／株式会社中原商

店／南部電気工事株式会社／日興電気株式会社／日本身体障害者団体連合会東北事業所／ネッツトヨタ岩手株式会社／橋爪商事株式会社／株式会社長谷川建設

／花巻市清掃株式会社／株式会社パルコホーム／東野建設工業株式会社／株式会社ヒューマンライフ／ヒラトヤ株式会社／株式会社平野組／府金製粉株式会社

／株式会社藤沢体育堂／株式会社ベルジョイス／北星商事株式会社／北良株式会社／株式会社マイヤ／株式会社マルシン／株式会社マルノ／株式会社ミズサワ

セミコンダクタ／みちのくコカ・コーラボトリング株式会社／株式会社三ツ星商会／南建設株式会社／宮城建設株式会社／三八五観光株式会社／名鉄観光サー

ビス株式会社盛岡支店／株式会社明和土木／株式会社メグミ／株式会社メディカルサポート／盛岡商工会議所／株式会社盛岡総合ビルメンテナンス／盛岡ニッ

タン株式会社／盛岡南ドライビングスクール／医療法人友愛会 盛岡友愛病院／有限会社谷地林業／株式会社ヤマイチ／株式会社山下組／株式会社やよいディ

ライト／株式会社ユニバース／株式会社 Yumeka／株式会社吉田測量設計／有限会社吉野電設／株式会社米澤商事／ライフセディア株式会社／リアス環境管理株

式会社／株式会社理水興業／株式会社リベスト／菱和建設株式会社／社会福祉法人岩手更生会緑生園／社会福祉法人若竹会 

◆期日：令和７年３月 20 日（木祝） 

◆会場：岩手県勤労身体障がい者体育館・パラリーナ（盛岡市） 

◆レポート：本事業のスタートは、コロナ禍により中止となった県

障がい者スポーツ大会（以下、県大会という）の代替え大会として

実施したのが始まりです。また、競技大会や記録会はこの県大会以

外行われておらず、上位大会への出場目指すアスリートの実践の場

がないことが課題となっていました。そこで、コロナ禍がきっかけ

となりましたが、アーチェリーの他、陸上、水泳、卓球の競技大会

を県大会と別に開催しています。 

  さて、アーチェリー競技においては、競技人口の減少が顕著とな

っています。そこで、午前中は記録会を実施して、午後からは体験

会として、未経験者や初心者の体験教室を実施しています。今回の

記録会にはパラ部門は２名、その他の部門合計 11 名の選手が参加

して各部門で競いました。また午後の体験会には陸上・水泳など他

競技に取り組む５名のパラアスリートが参加しました。生涯スポー

ツとしてアーチェリーとの二刀流も面白いかもしれませんね。 

 

会員紹介 
-Our Partners- 

いつもあたたかいご支援をいただきありがとうございます！ 

（令和７年 11 月 19 日現在  敬称略・五十音順） 
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バナー広告掲載中！ 
賛助会員のバナー広告は無料で掲載しております。現在、以下 110団体のバナー広告を掲載中。この他、
掲載依頼がありましたら随時、当協会 HP にアップいたします。詳細につきましてはお問合せ下さい。 

http://www.iwate-pt.com/

